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「何といってもこれがほしい（不平等版）」 模擬紙幣 

模擬紙幣１６枚の用紙と模擬紙幣２５枚の用紙は、コピーして余白を切り取ってから配ってください。 
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「何といってもこれがほしい（不平等版）」 ワークシート 

「何といってもこれがほしい」 

「 価 値 」の 項目  プラン欄  収 支 欄  

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33

事務処理・片づけと計画性の能力 

何かを信じる心 

スポーツ万能 

一つのスポーツに優れた力 

うまく発言する能力 

人の気持ちを思いやる心 

やってる仕事の成功 

素敵なルックスとスタイル 

好きな所に旅行するチャンス 

素直で誠実な心 

人から好かれる資質 

自分の健康 

思ったことを発言・表現出来ること 

強い指導性、リーダーシップ 

音楽的才能 

絵などの美術的才能 

世界の平和 

うまく人間関係をつくる力 

高い地位、出世 

ユーモアのセンス 

スリムな体重 

今のままの自分を認められること 

安心出来る未来 

読書をする余裕と能力 

かしこさ 

文章をスラスラとうまく書く力 

自由な時間 

十分な語学力 

夢をもつこと 

詩や小説を書ける文学的才能 

出典：『わたし・出会い・発見』大阪府同和教育研究協議会 １９９６年 
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「これぞ不平等？」／身近な「結果の平等」策 資料 
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出典：『「人権の宝島」冒険 
　　　ー2000年部落問題調査・10の発見』 
　　　2002年　奥田均 著　 
　　　社団法人 部落解放・人権研究所発行 60 80 100（％） 
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同和問題 年間世帯総収入別の世帯構成比 

結果の不平等（実態的差別） 

中学校3年生　数学 

同和地区と大阪府・全国の学歴構成比率 

失　業　率 

全国 同和地区 

注）全国：「国民生活基礎調査」1998年 厚生労働省 
　　同和地区：「同和問題の解決に向けた実態等調査」2000年 大阪府 

注） 大阪府 ：「国勢調査」1995年 
　   失業率の算出方法は、「国勢調査」と 
       同様に右記のように算出した 
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大阪府全体 

同和地区 

得点別人数分布 

『平成15年度「同和問題の解決に向けた実態等調査（平成12年度）」 
対象地域に居住する児童生徒の学力等の実態の分析』 ２００４年大阪府教育委員会 

得点別人数分布 
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